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KBとPRの混播の可否の検討

-軽種馬用放牧草地に関する研究-

早 川 嘉 彦(北海道農業試験場草地部)

The possibility of KB and PR mixed pasture for horses 
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Hokkaido National Agricultural Experiment Station. 

く緒 言〉

短草を好み、激しい運動をする軽種馬の放牧

草地としては、高い生産性よりも根張りの良い短

草型高密度草地が要求される。乙のような草地

にはケンタッキーブ、jレーグラス (KB)単播草地

がある。しかし、 KBは造成時の発芽や初期生

育が悪く、造成初年目の生産性も劣る場合が多

い。 このような欠点を補うため造成時にぺ

レニアルライグラ。ス (PR)を混播する事例があ

る。この様な場合、 PRにより KBが抑圧され

ることが考えられる。そ乙で、乙の造成時の

PRの混播が造成2年目のKBの草勢、密度等

l乙及ぼす影響を KB単播草地と PRを混播した

草地 CPR混播草地)とで比較調査し、乙のよ

うな混播草地でKBの生育・定着を促進する方

策を検討した。

〈方法〉

試験は北海道農業試験場(札幌市)の圃場で

行った。 KB(品種:トロイ、播種量:10. Okg 

/lOa、播種期:平成3年8月) KPRの混播の

2処理(品種:フレンド、播種量:0.0， 2.0kg 

/10α)を設定。更に造成2年目の利用頻度に多

(不食地を想定、長草区:1カ月 1回刈取り)、

少(常時利用部を想定、短草区:1カ月 2回刈

取引の2処理(平成4年7月より処理開始)

を設け、乙れらが造成2年目のKB、PRの密

度、地下部の生育等に及ぼす影響を検討した。

肥料は毎回 N-P205-K20ニ 2.0-5.0 -

2.4kg/10aを、 6月内 7月、 8月、 9月に施し

た。 1区面積:50m2、反復数 :3で試験を行っ

た。

く結果及び考察〉

草撞構成割合をみると、 KB単播区では雑草

が105ぢ前後存在したが、 KBが優先した。一方、

PR混播区では雑草は少なかったものの PRが

優先し、 KBは抑圧され、わずかに5%前後を

占めるにすぎなかった(表 1)。

表1. 草種構成割合の推移(乾物重割合 0/0)

PRは春の生産性が低く、秋の生育が良いと

言われているが、本試験の結果によると、草量
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の季節生産性は PR混播区で5月の生産量が、

KB単播区より多く、秋の生産性では処理聞に

大きな違いはみられなかった(表 2)。

表2. 季節生産性の比較(乾物重 g/m2)

分けつ数はKB単播区では夏から秋にかけて

顕著に増加したが、 PR混播区のKBの茎数は

夏場一時減少し、その後増加した(表 3)。

表3. 分けつ数の推移 (X1000/m2) 

月日 6/3 I 8/4 )10/5 
K B短草区 KB 9. 9 i12. 9 15. 7 
KB 長草区 KB 9. 9 111. 6 15.4 I 
(KB+PR区) KB 6. 1県市|
短草 P'R 3. 1 
(KB+PR) トu3.1i1-Z31.74JI9日~'~~---I長草区

基底被度による秋(10月 5日)の裸地の発生

状況をみると、 KB単播区では裸地は6%であ

ったのに対し、 PR混播区では30%存在した

(図 1)ロ

地下部の生育状況をみると、 KB単播区のK

B及びPR混播区の PRの根重又は地下茎重は

夏から秋にかけて顕著に増加した。一方、 PR

混播区ではKBの地下部重は単播区よりもはる

かに少なく、特に地下茎の生育はほとんど認め

られなかったが、長草利用により地下部の生育

が促進された(表 4)。

表4. 地下部重の推移 (g/niう
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図1. 裸地の発生状競(1992. 10. 5) 図阻，PR 図雑草図裸地
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根の層位別の分布割合は、 KB単播区と PR

混播区とも大部分の根は 0-......5cm層に分布した

が、 PR混播区では10cm以下の土層の根の量が

KB単播区よりやや多い傾向が認められた。又、

KB単播区では地下茎が2割強o-...... 5 cm層に存

在した(図 2)。
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図2. 根・地下茎の土層別分布 (10月5日)

以上の結果、 KB単播区では雑草の侵入がやや する KBの茎数及び地下茎の生育を促進する工夫

多いものの、裸地が少なく、夏から秋にかけて茎 が必要であろう。そのーっとして施肥法があり、

数、地下茎数が顕著に増加する。総生産量はやや 文、利用間隔の調節が考えられる。乙れらは今後

劣るものの、季節生産性の変動は PR混播草地に の検討課題である。

比べると少ない。根の張り具合いは PR混播草地 KB単播での造成の成功率は各々の地域の土壌

に比べるとやや浅い傾向がある。一方、 PR混播 及び気象の特性により大きく異なると考えられる

草地では、雑草の侵入は少ないものの、 PRの株 が、 KBを単播で造成可能なと乙ろでは、本試験

聞にかなりの裸地がみられる。更に、 PRにより でも認められたように、 KB単播草地自体には特

KBの生育、特に地上部の生育が大きく抑圧され に大きな問題は無く、 KB単播でいくべきであろ

る。しかし、 KBは短草利用を繰り返す乙とにょ う。一方、 KB単播による定着が困難な場合は、

り、刈り残される地際部にかなりの葉部が残存す PR混播も考慮すべきであるが、その場合は上述

るようになり、 PRの抑圧による地下部の生育の のような点に留意すべきであろう。しかし、冬枯

減少度合は地上部ほどではない。乙の傾臼は、長 れ等により PRの永続性に疑問がある地域は除外

草区でより顕著であった。 すべきと考えられる。

乙れらの乙とから、 KBの草種構成割合或は密

度を増加させるためには、夏から秋にかけて増加
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